
R１.６ 2019.６7 6

国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
国
民
み
ん
な
が
加
入
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
４
回
に
分
け
て
、

し
く
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

相談・問い合わせ

ねんきん加入者ダイヤル　☎0570-003-004
受付時間　月曜～金曜日　８時30分～19時　第２土曜日　９時～17時
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日は利用できません。

町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26-7871
日本年金機構苫小牧年金事務所　☎0144-36-6135

KOKUMIN NENKIN

令和元年度の国民年金保険料

月額16,410円 
納付は口座振替が便利です。
また、前納すると割引がありお得です。
納付が難しい方は免除申請ができます。

経
済
的
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な

い
方
に
「
申
請
免
除
」
制
度

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。「
収
入
が
少
な
い
た
め
、

国
民
年
金
保
険
料
を
全
額
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
と
お
困
り
の
方
は
、
免

除
制
度
の
活
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
難
し
い
と

き
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
分
か
ら
令
和
２
年
６

月
分
の
保
険
料
の
免
除
申
請
は
７
月
か

ら
受
付
し
ま
す
。

◆
申
請
の
前
に
…

○
申
請
は
、
原
則
毎
年
必
要
で
す
。

○
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か

ら
申
請
を
行
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

○
申
請
前
に
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
、

お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
将
来

受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。

○
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

金
融
機
関
、
町
民
福
祉
課
町
民
生
活

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
年
金
事
務
所
窓
口

で
口
座
振
替
辞
退
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
承
認
期
間
が
終
了
し
た

後
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は

口
座
振
替
納
付
申
出
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

○
前
年
の
所
得
が
未
申
告
の
方
は
、
総

務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
で
所
得
の
申
告

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
前
年
の
所

得
が
な
か
っ
た
方
も
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

50
歳
未
満
の
方
に

「
若
年
者
納
付
猶
予
」
制
度

50
歳
未
満
の
方
（
学
生
以
外
）
で
、

働
い
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
生
活
に

余
裕
が
な
い
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
は
、
本
人
、
配
偶
者
（
別
居

中
の
配
偶
者
を
含
む
）
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
な
ど
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
同
居
す
る
世
帯
主
の
所
得
は
問

い
ま
せ
ん
。

20
歳
以
上
の
学
生
さ
ん
に

「
学
生
納
付
特
例
」
制
度

学
生
の
方
が
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
を
負
っ

た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請

に
は
、
本
人
の
前
年
の
所
得
基
準
な
ど

の
審
査
が
あ
り
ま
す
が
、
世
帯
主
、
配

偶
者
の
所
得
は
関
係
し
ま
せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金
や
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
に「
法
定
免
除
」制
度

障
害
基
礎
年
金
、
障
害
厚
生
年
金
の

１
級
・
２
級
の
受
給
権
者
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
、

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
、
国
立
保
養
所
な

ど
に
入
所
し
て
い
る
方
は
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

法
定
免
除
に
該
当
す
る
方
で
も
保
険

料
の
納
付
を
申
し
出
る
こ
と
で
、
前
納

や
口
座
振
替
を
利
用
し
て
保
険
料
を
納

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し
い
方
に

知
っ
て
ほ
し
い
４
つ
の
制
度

保
険
料
の
免
除
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

役場（町民福祉課　町民生活グループ）

却下

・ お手元の納付書
で保険料を納め
てください

・ 納付書を紛失さ
れた場合は年金
事務所にご連絡
ください

※50歳未満の方が対象

・ 後日送付される一部納付用の納付
書がで保険料を納めてください

一部納付月額保険料額
（令和元年度）

４分の１納付 4,100円
半 額 納 付 8,210円
４分の３納付 12,310円

※ 決められた保険料を納めないと
未納扱いとなります

・ 令和２年７月以降も免除を希望する場合は、
毎年７月に申請を行う必要があります

・ 申請書の継続希望欄「はい」を記入することに
より、翌年度以降は申請しなくても申請があっ
たものとみなされ審査が受けられます
・ 上記の内、納付猶予が承認された次の年度にお
いて全額免除の審査基準に該当する場合、その
年度以降は全額免除を希望することも可能です
・ 失業を理由とする承認を受けた方は、来年度も
申請が必要です

令和元年７月～令和２年６月
保険料が免除または納付猶予となります

一部納付 全額免除 納付猶予

日本年金機構
審査期間中に催告状などが届く場合もありますのでご了承ください。

後日、審査結果通知のはがきが郵送されます。

申
請

審
査

結
果
の
通
知

保
険
料
の
納
付

次
年
度
の
手
続
き

申請書を提出
申
請
書
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